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【
要
旨
】
生
態
環
境
は
人
類
の
生
存
と
発
展
の
土
台
で
あ
り
、
そ
の
変
化

は
文
明
の
隆
盛
、
衰
微
、
お
よ
び
遷
移
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

工
業
文
明
の
段
階
で
は
、
人
類
の
自
然
利
用
能
力
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど

向
上
し
、
地
球
は
新
た
な
地
質
時
代
⽛
人
新
世
⽜
の
紀
元
に
入
り
、
生

態
系
統
は
切
断
さ
れ
、
生
態
均
衡
は
激
し
い
衝
撃
を
受
け
、
地
球
全
体

の
生
態
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
生
態
文
明
の
段
階
で
は
、
人

類
は
自
然
を
重
ん
じ
、
自
然
に
適
応
し
、
自
然
保
護
を
基
礎
と
し
て
経

済
発
展
を
促
し
、
生
産
生
活
様
式
を
全
面
的
に
環
境
に
優
し
い
も
の
へ

と
変
革
さ
せ
、
人
々
の
全
面
的
な
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
工
業
文
明
範
式
が
持
続
可
能
で
は
な
い
根
本
的
な
原
因
は
、
自
然

の
法
則
よ
り
も
物
質
的
な
富
を
最
大
化
す
る
規
則
を
優
先
さ
せ
る
点
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、⽛
中
国
式
近
代
化
と
は
、
人
と
自

然
が
調
和
し
共
生
す
る
近
代
化
で
あ
る
⽜
と
の
提
議
は
、
ま
さ
に
人
と

自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
と
い
う
高
み
に
立
ち
、
人
と
自
然
が
調
和
し

共
生
す
る
中
国
式
近
代
化
の
新
た
な
一
章
を
書
き
続
け
、
中
華
民
族
が

永
続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
し
っ
か
り
し
た
基
礎
を
打
ち
立
て
る
と
と
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も
に
、
人
類
文
明
が
永
続
的
に
進
歩
す
る
た
め
の
中
国
式
提
案
を
捧
げ

る
も
の
で
あ
る
。

【
关
键
词
】
文
明
范
式
工
业
文
明
生
态
文
明

【
中
国
分
类
号
】
C913【
文
献
标
识
码
】
Ａ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
気
候
変
動
、
環
境
汚
染
、
生
物
多
様
性
の

喪
失
な
ど
地
球
全
体
の
生
態
危
機
に
直
面
し
、
工
業
文
明
か
ら
生
態
文

明
へ
の
範
式
転
換
を
推
し
進
め
、
人
と
自
然
の
関
係
を
円
満
に
処
理
す

る
こ
と
は
、
人
類
文
明
の
範
式
変
革
の
重
要
な
任
務
で
あ
る
。
こ
の
た

め
人
類
は
、
人
類
中
心
の
、
生
態
価
値
を
軽
視
し
た
誤
っ
た
思
想
観
念

か
ら
離
れ
、
経
済
発
展
の
客
観
的
法
則
に
従
い
、
生
存
に
必
要
な
物
質

の
基
礎
を
絶
え
ず
し
っ
か
り
と
地
固
め
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
然
の
法

則
に
も
従
い
、
発
展
の
持
続
可
能
性
を
絶
え
ず
高
め
、
価
値
観
念
の
転

換
、
制
度
体
系
建
設
の
推
進
、
お
よ
び
生
産
生
活
様
式
の
改
変
等
を
通

じ
て
、
最
終
的
に
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

文
明
範
式
に
は
、
豊
か
な
哲
学
的
、
社
会
学
的
、

お
よ
び
経
済
学
的
思
考
が
含
ま
れ
る

文
明
範
式
と
は
、
文
明
の
形
成
と
変
遷
の
模
式
で
あ
り
、
通
常
は
特

定
の
歴
史
時
期
に
お
け
る
、
特
定
の
地
域
お
よ
び
特
定
の
文
化
伝
統
の

下
で
形
成
・
発
展
し
て
き
た
あ
る
文
明
模
式
を
指
し
、
こ
う
し
た
模
式

は
あ
る
文
明
の
特
徴
と
歴
史
的
発
展
の
傾
向
を
表
す
。
文
明
に
は
人
類

が
創
造
し
た
物
質
的
財
産
と
精
神
的
財
産
の
総
和
が
含
ま
れ
、
文
明
は

文
明
範
式
が
時
代
と
と
も
に
進
展
変
化
し
た
結
果
で
あ
る
。

第
一
に
、
文
明
範
式
概
念
の
奥
深
い
意
味
で
あ
る
。
哲
学
分
野
の
学

者
は
、
お
も
に
科
学
技
術
が
時
代
と
と
も
に
進
展
変
化
す
る
点
に
注
目

し
て
文
明
範
式
を
詳
細
に
研
究
し
、
ア
メ
リ
カ
の
科
学
哲
学
者
ク
ー
ン

（
訳
注
⚑
）
は
⽝
科
学
革
命
の
構
造
⽞
と
い
う
書
物
の
中
で
比
較
的
早
く

に
完
全
に
整
っ
た
科
学
範
式
概
念
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
科
学
範
式

を
、
定
理
、
理
論
、
お
よ
び
応
用
な
ど
を
含
む
、
異
論
の
な
い
範
例
で

あ
る
と
定
義
し
た
。
ク
ー
ン
の
科
学
範
式
概
念
を
参
考
に
す
る
と
、
経

済
、
社
会
、
政
治
、
文
化
、
環
境
管
理
、
お
よ
び
個
人
の
行
動
の
典
型

的
な
特
徴
と
緊
密
に
関
連
す
る
⽛
文
明
類
型
⽜
を
一
種
の
⽛
文
明
範
式
⽜

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
制
度
派
経
済
学
者
は
、
制
度
に
注
目
し

て
文
明
範
式
を
詳
細
に
研
究
し
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ノ
ー
ス
（
訳
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注
⚒
）
な
ど
は
さ
ら
に
文
明
範
式
を
、
人
類
社
会
の
発
展
を
無
秩
序
な

も
の
か
ら
秩
序
あ
る
も
の
へ
と
転
換
す
る
よ
う
指
導
す
る
制
度
規
則
で

あ
る
と
理
解
す
る
傾
向
に
あ
る
。
全
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
文
明
範
式

は
自
然
の
法
則
に
従
属
し
、
同
時
に
、
人
類
社
会
の
価
値
観
念
、
制
度

構
造
、
お
よ
び
生
産
生
活
様
式
な
ど
の
特
徴
を
高
度
に
概
括
す
る
も
の

で
も
あ
る
。

文
明
範
式
と
自
然
の
法
則
は
緊
密
に
関
係
す
る
。
文
明
範
式
は
人
類

社
会
が
自
然
の
法
則
の
下
で
発
展
し
派
生
し
た
結
果
で
あ
り
、
自
然
の

法
則
は
文
明
範
式
の
基
本
規
則
で
あ
る
。
人
類
社
会
の
文
明
範
式
は
人

為
的
に
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
人
類
社
会
の
文
明
範
式
が
い
か
に

変
化
し
よ
う
と
、
生
態
系
統
に
内
在
す
る
自
然
の
法
則
を
変
え
る
手
立

て
は
な
く
、
自
然
の
法
則
が
文
明
範
式
に
妥
協
す
る
こ
と
は
な
お
さ
ら

あ
り
得
ず
、
文
明
範
式
が
ひ
と
た
び
自
然
の
法
則
よ
り
優
位
に
立
と
う

と
す
る
と
、
生
態
系
統
は
今
あ
る
人
類
文
明
に
調
整
を
命
ず
る
信
号
を

発
し
、
人
類
社
会
が
文
明
範
式
を
適
度
に
調
整
し
て
生
態
系
統
に
内
在

す
る
自
然
の
法
則
に
適
応
す
る
よ
う
促
す
。

人
類
社
会
の
価
値
観
念
、
制
度
構
造
、
お
よ
び
生
産
生
活
様
式
な
ど

の
特
徴
は
、
と
も
に
文
明
範
式
を
構
成
す
る
。
価
値
観
念
に
つ
い
て
言

う
な
ら
ば
、
文
明
範
式
と
は
特
定
の
社
会
思
想
と
文
化
伝
統
が
作
り
上

げ
影
響
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
に
は
自
然
、
社
会
、
お
よ
び
人
生
に
対

す
る
人
類
の
認
識
と
、
信
仰
や
道
徳
規
範
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
制
度
構

造
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
文
明
範
式
は
、
社
会
の
生
産
、
分
配
、
お

よ
び
交
換
活
動
を
組
織
す
る
基
礎
と
な
る
特
定
の
社
会
政
治
制
度
を
包

括
す
る
と
同
時
に
、
社
会
構
造
、
政
治
的
意
識
形
態
、
お
よ
び
権
力
関

係
な
ど
も
決
定
す
る
。
生
産
生
活
様
式
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
文
明

範
式
は
社
会
の
経
済
形
態
や
科
学
技
術
水
準
と
関
連
す
る
の
み
な
ら

ず
、
生
産
様
式
や
生
活
水
準
と
も
密
接
な
相
関
関
係
が
あ
り
、〔
こ
れ
ら

は
〕
文
明
範
式
発
展
の
重
要
な
条
件
と
基
礎
で
あ
る
。

第
二
は
、
文
明
範
式
変
革
の
動
機
・
原
因
の
構
造
で
あ
る
。
文
明
範

式
の
変
革
と
は
、
人
類
社
会
の
価
値
観
念
、
制
度
構
造
、
お
よ
び
生
産

生
活
様
式
な
ど
の
特
徴
の
動
向
が
遷
移
す
る
過
程
を
指
す
。
ク
ー
ン
な

ど
の
哲
学
者
は
、
範
式
変
革
を
、
社
会
集
団
と
個
人
の
行
動
を
指
導
す

る
一
連
の
規
則
・
規
範
の
変
化
と
理
解
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
文
明
範
式

変
革
を
⽛
文
明
範
式
Ⅰ
─
文
明
革
命
（
文
明
転
換
）
─
文
明
範
式
Ⅱ
⽜

と
表
現
す
る
。
ド
イ
ツ
の
思
想
家
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
訳
注
⚓
）

と
著
名
な
考
古
学
者
張
光
直
（
张
光
直
）
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
文

明
範
式
変
革
と
は
⽛
連
続
す
る
⽜
過
程
で
あ
り
⽛
打
ち
破
る
⽜
過
程
で

は
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
文
明
範
式
変
革
と
は
、
既
定
の
通
念
な
ど
を
覆

し
再
建
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、〔
既
定
の
通
念
な
ど
を
〕
受
け
継

ぎ
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ダ
グ
ラ
ス
・
ノ
ー
ス
（
訳
注
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⚔
）
や
ジ
ョ
ン
・
コ
モ
ン
ズ
（
訳
注
⚕
）
な
ど
の
米
国
の
新
旧
制
度
派

経
済
学
者
は
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
み
、
文
明
範
式
変
革
の
鍵
は
参
与

者
の
意
向
に
あ
り
、
人
の
感
覚
的
知
覚
が
支
配
す
る
選
択
と
意
思
決
定

の
過
程
を
通
じ
て
、
社
会
集
団
が
共
通
認
識
を
持
つ
に
至
る
一
連
の
規

則
範
式
変
化
を
促
す
と
指
摘
す
る
。

は
じ
め
に
、
歴
史
経
験
か
ら
派
生
す
る
価
値
理
念
の
進
化
で
あ
る
。

人
類
は
、
思
考
力
構
造
が
完
全
な
も
の
と
な
る
に
伴
い
、
自
分
た
ち
の

環
境
に
対
す
る
理
解
が
一
層
深
ま
り
、
文
明
範
式
も
さ
ら
に
高
次
元
の

も
の
へ
と
変
革
す
る
。
本
質
的
に
は
〔
そ
れ
は
〕
自
然
を
認
識
し
自
由

を
獲
得
す
る
過
程
で
あ
る
。
自
然
の
法
則
の
尊
重
と
把
握
を
通
じ
て
、

人
と
自
然
の
関
係
に
お
い
て
自
由
を
実
現
す
る
。
社
会
の
法
則
を
把
握

し
、
最
も
広
範
な
人
民
の
需
要
と
利
益
を
基
礎
と
す
る
こ
と
で
、
人
と

社
会
の
関
係
に
お
い
て
自
由
を
実
現
す
る
。
よ
り
高
い
境
地
で
の
精
神

的
解
放
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
人
と
自
分
自
身
の
関
係
に
お
い
て
自
由

を
実
現
す
る
。
最
終
的
に
は
必
然
の
王
国
（
訳
注
⚖
）
か
ら
自
由
の
王

国
へ
の
飛
躍
が
完
成
す
る
。

つ
ぎ
に
、
正
式
な
制
度
と
非
公
式
な
制
約
の
互
換
適
正
化
で
あ
る
。

文
明
範
式
の
中
に
は
め
込
ま
れ
る
規
則
は
、
正
式
な
規
則
と
非
公
式
な

規
則
に
二
分
さ
れ
る
が
、
前
者
は
国
家
あ
る
い
は
組
織
を
通
じ
て
強
制

的
に
定
義
・
執
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
一
般
的
に
は
書
面
に
記
載
さ

れ
る
。
後
者
に
は
強
制
的
な
定
義
や
執
行
が
な
く
、
よ
り
公
衆
の
間
の

暗
黙
の
了
解
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
非
公
式
な
規
則
は
正
式
な
規

則
の
効
力
を
制
約
す
る
作
用
を
有
す
る
。
正
式
な
制
度
を
絶
え
ず
適
性

化
し
完
全
な
も
の
と
し
、
非
公
式
な
制
約
と
の
互
換
性
を
不
断
に
向
上

さ
せ
れ
ば
、
取
引
費
用
と
不
確
実
性
を
効
果
的
に
低
減
さ
せ
、
文
明
範

式
制
度
の
効
果
を
大
い
に
向
上
さ
せ
、
文
明
範
式
の
変
革
を
も
た
ら
す

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

最
後
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
が
も
た
ら
す
器
物
生
産
様
式
の
変
化
で

あ
る
。
技
術
進
歩
は
生
産
の
手
段
・
様
式
の
交
代
と
格
上
げ
を
も
た
ら

し
、
文
明
範
式
の
生
産
力
水
準
を
著
し
く
高
め
、
人
と
人
、
人
と
社
会
、

人
と
自
然
の
間
の
関
係
を
大
き
く
改
変
し
た
。
生
産
関
係
は
生
産
力
に

よ
り
決
ま
る
た
め
、
生
産
力
が
向
上
し
一
定
水
準
に
達
す
る
と
、
旧
式

の
生
産
関
係
は
生
産
力
の
継
続
的
発
展
を
阻
害
し
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
人

類
は
新
た
な
生
産
関
係
を
打
ち
立
て
、
生
産
力
を
高
め
る
要
求
に
適
応

し
、
文
明
範
式
の
変
革
を
推
進
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
は
、
文
明
範
式
進
展
の
基
本
的
論
理
で
あ
る
。
人
類
社
会
の
歴

史
を
縦
〔
歴
史
的
〕
に
見
る
と
、
文
明
範
式
の
進
展
過
程
は
お
お
む
ね

前
工
業
文
明
、
工
業
文
明
、
お
よ
び
生
態
文
明
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
、

〔
そ
れ
ら
に
は
〕
人
と
自
然
の
関
係
の
転
換
が
体
現
さ
れ
て
い
る
。
前

工
業
文
明
の
段
階
で
は
、
人
類
の
生
産
活
動
は
自
然
界
に
大
き
く
依
存
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し
、
人
と
自
然
の
関
係
は
低
水
準
の
生
産
力
の
上
に
調
和
し
て
い
た
。

工
業
文
明
の
段
階
で
は
、
人
類
の
自
然
利
用
能
力
は
空
前
の
高
ま
り
を

見
せ
、
地
球
は
新
た
な
地
質
時
代
⽛
人
新
世
⽜
の
紀
元
に
入
り
、
生
態

系
統
は
無
限
に
切
断
さ
れ
、
自
然
界
の
正
常
な
有
機
循
環
が
か
き
乱
さ

れ
、
新
陳
代
謝
の
⽛
断
裂
⽜
が
起
こ
り
、
生
態
均
衡
に
激
し
い
衝
撃
を

与
え
、
地
球
全
体
の
生
態
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
生
態
文
明
の
段
階
で

は
、
人
類
の
生
産
生
活
様
式
は
全
面
的
に
環
境
に
優
し
い
も
の
へ
と
変

革
し
、
生
態
労
働
が
労
働
の
普
遍
的
な
形
式
と
な
り
、
人
類
は
自
然
を

尊
重
し
、
自
然
に
順
応
し
、
自
然
保
護
を
基
礎
と
し
て
経
済
発
展
を
促

進
し
、
人
々
の
需
要
を
満
た
し
、
人
々
の
全
面
的
発
展
を
実
現
す
る
。

社
会
制
度
の
移
り
変
わ
り
は
、
文
明
範
式
進
展
の
基
本
的
論
理
で
あ

る
。
奴
隷
制
度
と
封
建
制
度
の
下
で
は
、
労
働
者
と
支
配
者
の
間
に
人

身
従
属
関
係
が
存
在
し
、
社
会
の
分
業
と
階
層
〔
間
の
〕
移
動
は
厳
格

に
制
限
さ
れ
、
加
え
て
経
済
秩
序
と
制
度
規
範
が
比
較
的
封
鎖
さ
れ
硬

直
し
て
お
り
、
現
代
の
自
由
市
場
の
〔
よ
う
な
〕
融
通
性
と
競
争
の
仕

組
み
が
欠
け
て
お
り
、
製
品
の
流
通
範
囲
も
限
ら
れ
、
低
効
率
の
制
度

設
計
が
社
会
の
生
産
力
の
向
上
を
制
約
し
、
人
と
自
然
の
関
係
を
低
水

準
の
調
和
状
態
に
な
ら
し
め
て
い
た
。
資
本
主
義
制
度
は
、
私
有
制
、

市
場
経
済
、
お
よ
び
自
由
競
争
を
基
礎
と
す
る
社
会
制
度
で
あ
り
、
生

産
要
素
が
自
由
に
流
動
し
、
生
産
力
の
水
準
が
大
い
に
向
上
す
る
。
し

か
し
、
資
本
の
無
限
増
殖
と
利
潤
の
最
大
化
を
核
心
と
す
る
そ
の
生
産

様
式
は
、
広
範
囲
の
生
態
危
機
を
引
き
起
こ
す
。
社
会
主
義
（
共
産
主

義
）
は
、
実
質
的
に
は
公
有
制
を
基
礎
と
し
、
労
働
に
応
じ
た
分
配
を

原
則
と
す
る
社
会
制
度
で
あ
る
。
私
有
制
度
の
排
除
を
通
じ
て
、
資
本

が
盲
目
的
に
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
を
制
約
し
、
生
態
資
源
の
使
用
過

程
に
お
い
て
、
国
家
が
マ
ク
ロ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
全
体
的
な
供
給

と
人
民
に
幸
福
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
保
障
し
、
人

と
人
、
人
と
社
会
、
人
と
自
然
の
間
の
対
立
関
係
を
改
め
、
そ
れ
ら
の

間
の
関
係
を
、
不
自
由
な
対
立
か
ら
自
由
な
調
和
へ
と
向
か
わ
せ
、
文

明
範
式
を
工
業
文
明
か
ら
生
態
文
明
へ
と
進
展
さ
せ
る
よ
う
促
す
。

人
類
社
会
の
文
明
範
式
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
で
も
み
な
柔
軟
で
多

様
な
も
の
で
あ
る
。
異
な
る
文
明
範
式
の
間
で
は
、
相
互
作
用
の
中
で

継
続
し
て
繰
り
返
し
改
善
を
行
い
つ
つ
進
展
し
、
社
会
構
成
員
の
共
通

の
需
要
を
体
現
し
、
先
進
的
な
発
展
の
方
向
を
表
す
。
新
た
な
文
明
範

式
と
古
い
文
明
範
式
の
間
は
、
こ
れ
で
な
け
れ
ば
あ
れ
と
い
っ
た
相
互

に
否
定
し
合
う
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
比
較
・
変
換
で
き
る
関
係
に

あ
る
。
同
時
に
、
範
式
の
進
展
は
、
動
態
変
化
の
過
程
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
古
い
⽛
社
会
恒
常
性
⽜
の
衰
退
を
経
て
、
新
た
な
⽛
社
会
恒
常

性
⽜
を
育
む
前
進
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
そ
の
う
え
範
式
の
進
展
変
化

の
過
程
で
は
、
法
則
は
動
態
変
化
の
状
態
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
法
則
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も
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
偶
然
か
つ
特
殊
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
の

み
な
ら
ず
、
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
普
遍
的
か
つ
必
然
の
も
の
で
も
な

お
さ
ら
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
文
明
範
式
が
進
展
す
る
道
は
こ
れ
ま
で

固
定
さ
れ
た
り
統
一
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
な
く
、
豊
富
で
多
様
な
も

の
で
あ
る
。

工
業
文
明
範
式
の
変
革
は
、
本
質
的
に
は
物
質
的
な
富
を

中
心
と
す
る
人
と
人
と
の
間
の
関
係
の
変
化
で
あ
る

資
本
主
義
制
度
の
確
立
と
産
業
革
命
の
出
現
に
伴
い
、
経
済
の
全
世

界
化
は
工
業
文
明
範
式
の
普
及
を
推
し
進
め
、
社
会
の
生
産
力
水
準
の

飛
躍
的
向
上
を
促
し
、
人
類
の
物
質
に
対
す
る
需
要
を
十
分
に
満
た
し

た
。
し
か
し
、
資
本
の
無
限
増
殖
と
利
潤
の
最
大
化
を
核
心
と
す
る
工

業
文
明
範
式
の
下
で
は
、
人
類
の
不
合
理
な
生
産
様
式
と
消
費
模
式
が

互
い
に
入
り
交
じ
り
影
響
し
合
い
、
生
態
系
統
は
無
限
に
切
断
さ
れ
、

工
業
化
さ
れ
た
大
生
産
が
必
要
と
す
る
生
産
要
素
と
な
り
、
生
態
系
統

の
完
全
性
は
破
壊
さ
れ
、⽛
新
陳
代
謝
の
断
裂
⽜
を
引
き
起
こ
し
、
人
と

自
然
の
間
の
衝
突
が
絶
え
ず
悪
化
し
、
次
第
に
世
界
的
な
生
態
危
機
へ

と
変
わ
っ
た
。
工
業
文
明
範
式
の
下
で
は
、
人
類
の
物
質
生
産
の
法
則

に
対
す
る
認
識
と
把
握
が
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
、
生
産
力
水
準
が
大

い
に
向
上
し
、
物
質
文
明
が
極
め
て
豊
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
工
業
文

明
範
式
の
中
に
は
め
込
ま
れ
た
反
生
態
的
な
弊
害
が
次
第
に
姿
を
現

し
、
人
類
の
文
明
の
継
続
的
発
展
を
脅
か
し
、
人
類
を
再
び
文
明
範
式

変
革
の
岐
路
に
立
た
せ
た
。

第
一
に
、
工
業
文
明
範
式
の
お
も
な
特
徴
で
あ
る
。
十
八
世
紀
中
期

の
産
業
革
命
以
来
、
蒸
気
機
関
の
普
及
に
よ
り
生
産
力
が
大
幅
に
高
ま

り
、
人
類
を
徹
底
的
に
農
業
文
明
か
ら
工
業
文
明
へ
と
向
か
わ
せ
、
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
駆
動
す
る
機
械
化
・
自
動
化
の
生
産
時
代
を
迎
え
、

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
訳
注
⚗
）
を
動
力
と
す
る
低
水
準
の
生
産

力
循
環
か
ら
離
脱
し
、
能
力
水
準
の
遷
移
を
実
現
し
た
。
内
燃
機
関
と

電
力
の
普
及
、
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
・
人
工
知
能
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
い
っ
た
新
工
業
革
命
に
伴
い
、
生
産
力
は
再
び
少
な
く
と
も
そ
れ

ぞ
れ
数
倍
か
ら
数
十
倍
向
上
し
た
。
同
時
に
、
技
術
進
歩
と
経
営
管
理

能
力
の
増
強
に
伴
い
、
一
定
の
土
地
（
資
源
）
あ
た
り
の
人
口
収
容
能

力
が
絶
え
ず
高
ま
っ
た
。
全
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
工
業
文
明
範
式
が

向
上
さ
せ
た
人
類
社
会
の
生
産
力
水
準
と
資
源
利
用
効
率
は
千
倍
の
計

算
に
な
る
。

工
業
文
明
は
、
工
業
化
と
機
械
化
を
重
要
な
特
徴
と
す
る
現
代
社
会

の
文
明
形
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
お
も
な
特
色
は
、
お
お
よ

そ
、
工
業
化
、
都
市
化
、
法
治
化
と
民
主
化
、
社
会
階
層
の
流
動
性
の
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強
化
、
教
育
の
普
及
、
情
報
伝
達
の
加
速
化
、
労
働
の
分
業
組
織
化
、

生
産
規
模
の
拡
大
、
非
農
業
人
口
比
率
の
大
幅
な
上
昇
、
お
よ
び
持
続

的
な
経
済
成
長
な
ど
に
表
れ
る
。
工
業
文
明
範
式
が
も
た
ら
す
生
産
力

水
準
の
迅
速
な
高
ま
り
は
、
人
口
数
の
激
増
を
引
き
起
こ
す
の
み
な
ら

ず
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
間
の
矛
盾
を
惹
起
し
、
手
作
業
や
肉
体
労

働
を
行
う
小
規
模
な
手
作
業
製
造
加
工
工
場
（
小
作
坊
）
の
生
産
を
組

織
す
る
の
に
適
応
し
て
い
た
前
工
業
文
明
の
範
式
制
度
は
大
規
模
な
機

械
化
・
工
業
化
に
よ
る
生
産
力
の
発
展
を
阻
害
す
る
よ
う
に
な
り
、
資

本
主
義
の
私
有
制
が
天
命
に
従
っ
て
出
現
し
、
労
働
人
口
は
自
身
の
労

働
力
を
売
り
に
出
す
自
由
を
獲
得
し
、
商
品
市
場
の
仕
組
み
が
大
き
く

育
ち
、
生
産
要
素
は
低
い
経
済
費
用
と
高
度
な
経
済
収
益
に
よ
り
充
分

な
流
動
を
実
現
し
、
経
済
社
会
の
す
べ
て
の
要
素
と
生
産
効
率
が
大
幅

に
上
昇
し
た
。

全
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
前
工
業
文
明
範
式
で
あ
ろ
う
と
工
業
文
明

範
式
で
あ
ろ
う
と
、
い
ず
れ
も
物
質
生
産
力
の
向
上
を
模
索
す
る
段
階

に
あ
る
。
工
業
文
明
の
範
式
変
革
は
、
本
質
的
に
は
、
物
質
的
な
富
を

中
心
と
す
る
人
と
人
の
間
の
関
係
の
変
化
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
生
産
手

段
の
所
有
制
、
労
働
生
産
関
係
、
産
出
分
配
の
仕
組
み
な
ど
が
含
ま
れ
、

お
も
に
物
質
生
産
力
の
向
上
に
関
連
す
る
思
考
構
造
、
制
度
規
則
、
器

物
行
動
な
ど
の
領
域
の
改
善
に
注
目
し
、
人
類
社
会
の
物
質
文
明
を
低

水
準
か
ら
高
水
準
へ
と
進
展
さ
せ
る
よ
う
促
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

し
か
し
、
工
業
文
明
範
式
は
人
と
自
然
の
関
係
に
つ
い
て
充
分
に
考
慮

せ
ず
、
関
連
す
る
価
格
や
市
場
の
仕
組
み
は
経
済
的
な
費
用
と
収
益
の

み
を
注
視
し
て
お
り
、
生
態
的
な
費
用
と
収
益
は
一
定
程
度
外
部
化
・

隠
蔽
化
さ
れ
、
個
人
的
な
行
動
決
定
の
費
用
と
収
益
を
社
会
の
費
用
と

収
益
か
ら
逸
脱
さ
せ
、
最
終
的
に
は
、
通
常
、
社
会
全
体
の
福
利
の
損

失
と
い
う
代
価
と
引
き
換
え
に
、
個
人
の
経
済
的
収
益
が
増
加
す
る
よ

う
な
ら
し
め
る
。

第
二
は
、
工
業
文
明
範
式
の
内
部
構
造
で
あ
る
。
工
業
文
明
範
式
の

下
で
は
、
手
作
業
や
肉
体
労
働
が
機
械
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
そ
れ
に

応
じ
て
、
生
産
組
織
様
式
は
自
給
自
足
の
小
規
模
な
手
作
業
製
造
加
工

工
場
で
の
生
産
か
ら
雇
用
労
働
に
よ
る
大
規
模
工
場
化
し
た
生
産
へ
と

変
化
し
た
。
同
時
に
、
資
本
主
義
の
私
有
制
を
基
礎
と
す
る
商
品
経
済

が
大
き
く
発
展
し
、
各
方
面
は
目
前
の
効
果
や
利
益
を
求
め
て
焦
り
、

物
質
的
な
富
の
蓄
積
を
追
求
し
、
生
態
環
境
の
損
益
は
経
済
発
展
の
外

に
発
生
す
る
制
約
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
、
生
態
系
統
と
経
済

系
統
が
協
調
し
て
発
展
す
る
仕
組
み
が
比
較
的
脆
弱
で
あ
っ
た
。
具
体

的
に
言
う
な
ら
ば
、
工
業
文
明
範
式
の
内
部
構
造
は
、
つ
ぎ
の
三
領
域

に
体
現
さ
れ
る
。

ま
ず
、
価
値
観
念
は
、
線
形
非
循
環
と
一
次
元
の
思
惟
論
理
に
従
う
。
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工
業
文
明
範
式
の
下
で
は
、物
質
利
益
至
上
主
義
思
想
の
主
導
を
受
け
、

経
済
行
動
の
主
体
の
価
値
観
念
が
従
う
思
惟
論
理
は
、
線
形
非
循
環
と

一
次
元
と
い
う
二
大
特
色
を
有
す
る
。
こ
の
う
ち
線
形
非
循
環
と
は
、

工
業
文
明
範
式
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
る
線
形
非
循
環
思
惟
様
式
を

指
し
、
こ
こ
か
ら
⽛
原
材
料
─
製
品
─
廃
棄
物
⽜
と
い
う
線
形
か
つ
持

続
性
の
な
い
生
産
消
費
模
式
が
派
生
す
る
。
一
次
元
と
は
、
工
業
文
明

範
式
が
利
潤
最
大
化
と
い
う
発
展
論
理
に
従
い
、
生
態
環
境
費
用
を
外

部
化
し
、
生
態
系
統
が
受
け
る
外
部
的
衝
撃
が
絶
え
ず
強
ま
る
結
果
を

招
き
、
生
態
均
衡
が
失
わ
れ
、
経
済
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
能
力
が

低
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ぎ
に
、
経
済
制
度
体
系
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
模
式
を
基
礎

と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
工
業
文
明
範
式
は
、
人
類
社
会
に
豊

か
な
物
質
的
富
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
経
済
制
度
体
系
は
、
大
量
生

産
、
消
費
、
お
よ
び
廃
棄
を
基
礎
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
り
、
人
類
は

経
済
発
展
を
実
現
す
る
た
め
大
量
の
製
品
を
作
り
出
し
、
大
量
の
製
品

を
使
用
し
、
そ
の
後
そ
れ
を
捨
て
、
生
態
系
統
の
均
衡
に
比
較
的
大
き

な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
同
時
に
、
一
次
元
的
な
経
済
制
度
が
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
へ
置
い
て
も
み
な
正
し
い
〔
普
遍
的
妥
当
性
を
持
つ
〕

原
則
と
な
り
、
加
え
て
国
民
経
済
計
算
体
系
（
SN
A
）〔
A
System
of

N
ationalA
ccounts〕
が
資
本
循
環
論
理
の
中
に
は
め
込
ま
れ
、
経
済

主
体
の
行
動
は
資
本
の
無
限
増
殖
と
利
潤
の
最
大
化
を
手
段
的
目
標
と

し
、
生
態
環
境
保
護
、
社
会
全
体
の
幸
福
の
向
上
、
お
よ
び
貧
富
の
格

差
の
改
善
と
い
っ
た
根
本
的
な
任
務
に
は
注
意
を
払
わ
な
い
。
そ
の
う

え
生
態
権
の
価
格
化
・
貨
幣
化
を
通
じ
て
、
経
済
的
な
効
果
と
利
益
が

生
態
的
な
効
果
と
利
益
に
無
限
に
代
わ
り
う
る
、
持
続
可
能
性
の
低
い

規
則
を
う
ち
立
て
、
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
に
対
す
る
強
力
な
制
度

的
支
え
を
形
作
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。

最
後
に
、
経
済
主
体
の
行
動
は
経
済
的
理
性
の
原
則
に
従
う
。
工
業

文
明
範
式
の
下
で
は
、
経
済
学
理
論
は
実
質
的
に
は
、
マ
ク
ロ
と
ミ
ク

ロ
の
区
別
を
そ
の
経
済
理
論
論
理
の
基
礎
と
し
、⽛
ミ
ク
ロ
⽜
的
ま
た
は

局
所
最
適
な
手
段
的
目
標
を
追
求
し
、
か
つ
理
性
的
な
人
の
仮
定
に
基

づ
き
⽛
一
般
均
衡
⽜
の
経
済
世
界
を
推
断
し
演
繹
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

資
本
の
論
理
は
、
人
の
物
質
的
豊
か
さ
を
求
め
る
強
い
欲
求
を
絶
え
間

な
く
放
出
し
、
度
を
越
え
た
余
分
な
物
質
消
費
を
も
た
ら
し
、
人
と
人
、

人
と
社
会
、
お
よ
び
人
と
自
然
の
関
係
を
緊
張
さ
せ
、
経
済
社
会
と
調

和
の
と
れ
た
発
展
に
不
利
な
影
響
を
与
え
る
。

北研 61 (1・124) 124

資 料

北研 61 (1・125) 125

現代中国の環境論 ㈩



生
態
文
明
は
、
本
質
的
に
は
工
業
文
明
範
式
を
止
揚
す
る

こ
と
を
基
礎
と
し
、
人
類
社
会
の
文
明
範
式
変
革
に

望
ま
し
い
未
来
像
を
明
示
す
る

文
明
範
式
変
革
は
、
本
質
的
に
は
、
人
類
が
、
自
身
が
身
を
置
く
場

所
の
環
境
に
基
づ
き
、
共
通
認
識
の
規
則
を
調
整
す
る
過
程
で
あ
る
。

工
業
文
明
は
、
前
工
業
文
明
の
生
産
力
水
準
の
低
さ
と
い
う
弱
点
に
狙

い
を
定
め
、
人
類
の
文
明
範
式
の
変
革
を
推
し
進
め
、
人
類
社
会
の
発

展
を
制
限
す
る
物
質
的
基
盤
の
弱
点
を
徹
底
的
に
改
変
す
る
。
同
様

に
、
生
態
文
明
は
、
物
質
主
義
〔
唯
物
論
〕
の
下
で
の
工
業
文
明
の
弱

点
に
狙
い
を
定
め
、
精
神
と
生
態
の
分
野
に
お
け
る
生
産
上
の
欠
陥
が

人
類
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
を
制
約
す
る
点
を
徹
底
的
に
改
変
し
よ

う
と
す
る
。
生
態
文
明
は
、
本
質
的
に
は
工
業
文
明
範
式
を
止
揚
す
る

こ
と
を
基
礎
と
し
、
人
類
社
会
の
文
明
範
式
変
革
に
望
ま
し
い
未
来
像

を
明
示
す
る
。
こ
の
た
め
、
生
態
文
明
範
式
の
お
も
な
特
徴
と
内
部
構

造
を
き
ち
ん
と
整
理
し
、か
つ
そ
の
制
度
的
基
盤
を
明
示
し
て
初
め
て
、

人
類
社
会
の
文
明
範
式
変
革
を
推
進
す
る
正
し
い
方
向
を
探
し
当
て
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
一
に
、
生
態
文
明
範
式
の
お
も
な
特
徴
で
あ
る
。
工
業
文
明
範
式

は
、
化
学
化
・
機
械
化
な
ど
の
様
式
を
通
じ
て
自
然
の
正
常
な
有
機
循

環
を
作
り
替
え
、
物
質
生
産
力
を
向
上
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
単
純
で

乱
暴
な
改
良
進
歩
様
式
は
、
人
類
の
生
存
繁
栄
に
充
分
な
物
質
的
保
障

を
提
供
す
る
も
の
の
、
人
と
人
、
人
と
社
会
、
お
よ
び
人
と
自
然
の
間

の
関
係
の
つ
な
が
り
の
維
持
を
考
慮
し
な
い
た
め
、
あ
ま
ね
く
生
態
危

機
を
引
き
起
こ
す
。
工
業
文
明
範
式
は
、
経
済
系
統
の
一
次
元
的
な
利

潤
最
大
化
と
一
般
均
衡
原
則
を
信
奉
し
、
生
態
保
護
、
社
会
発
展
、
お

よ
び
経
済
成
長
を
統
一
的
に
計
画
し
協
調
さ
せ
よ
う
と
す
る
系
統
的
思

惟
に
欠
け
、
注
意
が
す
べ
て
に
及
ば
な
い
状
態
に
容
易
に
陥
り
、
極
め

て
大
き
な
社
会
の
幸
福
を
失
う
代
わ
り
に
、
表
面
的
な
経
済
成
長
を
受

け
取
り
、
社
会
の
発
展
を
阻
害
す
る
。
人
類
社
会
の
発
展
が
直
面
し
挑

ん
で
い
る
お
も
な
困
難
は
、
ま
さ
に
、
生
存
に
必
要
な
基
本
的
な
物
質

的
需
要
の
保
障
か
ら
、
よ
り
難
度
の
高
い
持
続
可
能
な
発
展
の
要
求
の

満
足
へ
と
転
換
し
て
い
る
さ
な
か
に
あ
り
、
よ
り
上
級
の
文
明
範
式
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
と
自

然
の
間
の
よ
り
広
大
な
関
係
の
探
求
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
生
態
文
明

範
式
が
、
天
命
に
従
っ
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

生
態
文
明
範
式
へ
の
変
革
過
程
に
お
い
て
は
、
決
し
て
物
質
生
産
性

の
低
さ
を
放
逐
せ
ず
、
工
業
文
明
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
物
質
文
明
の

成
果
を
基
礎
と
し
、
工
業
文
明
範
式
の
下
で
の
、
汚
染
し
て
か
ら
管
理

す
る
と
い
う
伝
統
的
な
発
展
の
道
筋
へ
の
依
存
か
ら
離
脱
し
、
生
態
を
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保
護
し
つ
つ
質
の
高
い
発
展
を
実
現
す
る
新
た
な
道
筋
を
探
求
す
る
必

要
が
あ
る
。
生
態
文
明
範
式
と
工
業
文
明
範
式
は
似
て
お
り
、
い
ず
れ

も
物
質
生
産
力
の
向
上
を
通
じ
て
人
々
の
物
質
生
活
水
準
を
高
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
両
者
の
違
い
は
、
生
態
文
明

範
式
が
、
人
類
は
自
然
を
改
造
す
る
と
同
時
に
自
然
の
法
則
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
思
う
ま
ま
に
振
る
舞
っ
た
り
、
や
み
く
も
に
手
荒
な

こ
と
を
し
た
り
、
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と

強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
人
類
は
、
全
面
的
な
節
約
戦
略
を
実

行
し
、
産
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
構
造
調
整
の
推
進
に
力
を
注
ぎ
、

環
境
に
優
し
く
低
炭
素
型
で
循
環
発
展
す
る
経
済
体
系
と
、
汚
染
が
少

な
く
低
炭
素
型
で
安
全
か
つ
効
率
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
、
な
ら
び

に
市
場
が
導
く
環
境
に
優
し
い
新
た
な
技
術
を
考
え
出
す
体
系
を
打
ち

立
て
、
環
境
に
優
し
く
低
炭
素
型
の
生
産
様
式
と
生
活
様
式
を
育
て
、

経
済
社
会
の
発
展
を
、
環
境
に
優
し
く
質
の
高
い
も
の
へ
と
転
換
す
る

よ
う
促
す
必
要
が
あ
る
。

工
業
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
同
等
の
段
階
の
文
明
に
量
的
飛
躍
の

実
現
を
促
す
が
、
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
量
的
変
化
か
ら
質
的
変

化
へ
の
文
明
昇
級
を
実
現
す
る
。
工
業
文
明
範
式
の
下
で
は
、
富
の
私

有
化
の
程
度
が
比
較
的
高
く
、
物
質
的
な
富
の
分
化
が
進
む
に
つ
れ
、

人
と
人
と
の
間
の
矛
盾
が
絶
え
ず
激
化
す
る
。
一
方
、
生
態
文
明
範
式

の
下
で
は
、
富
の
分
配
の
仕
組
み
が
、
経
済
の
み
の
単
線
か
ら
生
態
と

経
済
の
複
線
へ
と
変
遷
し
、
富
の
公
有
化
の
程
度
が
絶
え
ず
高
ま
り
、

人
と
人
の
間
の
関
係
は
、
私
有
財
産
主
導
の
下
で
の
優
勝
劣
敗
競
争
か

ら
、
公
共
財
産
を
と
も
に
生
産
し
分
か
ち
合
う
と
い
う
主
導
の
も
と
に

共
同
し
て
共
に
勝
つ
も
の
へ
と
次
第
に
移
り
変
わ
る
。
同
時
に
、
生
態

文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
生
産
組
織
形
式
が
、
資
本
が
受
動
的
な
商
品

生
産
労
働
を
雇
い
入
れ
る
も
の
か
ら
、
集
団
行
動
が
一
致
し
た
自
発
的

な
生
態
労
働
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
促
す
。
個
人
は
資
本
の
束
縛
か
ら

抜
け
出
し
、
自
由
か
つ
全
面
的
な
発
展
の
実
現
が
可
能
と
な
り
、
人
と

社
会
の
関
係
の
調
和
の
程
度
が
極
め
て
大
き
く
高
ま
る
。

第
二
に
、生
態
文
明
範
式
の
内
部
構
造
で
あ
る
。
工
業
文
明
範
式
は
、

人
類
社
会
の
た
め
に
経
済
社
会
系
統
に
お
け
る
一
連
の
一
次
元
的
な
有

効
な
内
部
構
造
を
形
作
っ
た
が
、
真
の
意
味
で
は
ま
だ
生
態
要
素
を
納

め
入
れ
て
お
ら
ず
、
生
態
環
境
の
損
益
を
外
部
的
制
約
に
と
ど
め
お
い

て
い
る
。
生
態
次
元
の
秩
序
の
混
乱
は
、
生
態
危
機
を
引
き
起
こ
す
お

も
な
原
因
で
あ
る
。
生
態
文
明
範
式
の
構
築
は
、
生
態
系
統
と
経
済
社

会
系
統
の
内
部
構
造
に
関
連
し
、
一
次
元
的
な
物
質
経
済
の
次
元
を
多

次
元
的
な
生
態
経
済
の
次
元
へ
と
遷
移
さ
せ
、
価
値
観
念
、
制
度
体
系
、

お
よ
び
行
動
原
則
の
三
分
野
に
お
い
て
体
現
す
る
。

ま
ず
、
価
値
観
念
は
、
非
線
形
と
循
環
可
能
な
二
次
元
の
思
惟
論
理
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に
従
う
。
生
態
文
明
範
式
の
下
で
は
、
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る

価
値
観
念
が
次
第
に
樹
立
さ
れ
、
経
済
行
動
の
主
体
は
生
態
経
済
学
の

理
念
と
方
法
を
用
い
て
問
題
を
観
察
し
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
重

ん
じ
、⽛
原
材
料
─
製
品
─
資
源
再
生
─
製
品
⽜
と
い
う
持
続
可
能
な
生

産
消
費
模
式
に
従
う
。
二
次
元
と
は
、
人
類
が
、
人
類
運
命
共
同
体
理

念
の
下
で
、
長
い
目
で
見
た
幸
福
の
パ
レ
ー
ト
改
善
論
理
（
訳
注
⚘
）

に
従
い
、
生
態
系
統
の
価
値
と
そ
れ
が
有
す
る
経
済
社
会
の
持
続
的
発

展
を
支
え
る
作
用
を
充
分
に
認
め
、
生
態
系
統
と
経
済
社
会
系
統
の
結

合
と
持
続
可
能
な
発
展
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ぎ
に
、
生
態
経
済
制
度
体
系
は
、
本
質
的
に
、
社
会
の
幸
福
の
改

善
に
従
う
。
生
態
文
明
範
式
の
下
で
は
、
人
類
は
、
生
態
経
済
統
計
体

系
、
生
態
価
値
を
実
現
す
る
仕
組
み
、
お
よ
び
生
態
保
護
制
度
な
ど
の

構
築
を
通
じ
て
、
新
た
な
生
態
経
済
次
元
の
秩
序
を
打
ち
立
て
、
生
態

の
幸
福
を
内
部
化
し
、生
態
系
統
と
経
済
系
統
の
結
合
と
発
展
を
促
す
。

生
態
文
明
範
式
は
、
生
態
環
境
保
護
を
経
済
発
展
の
主
な
原
則
と
し
て

確
立
し
、
生
態
価
値
が
次
第
に
大
衆
に
広
範
囲
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
生

態
環
境
の
費
用
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
態
文
明

へ
の
範
式
変
革
の
内
発
的
原
動
力
が
強
化
さ
れ
、
か
つ
生
態
の
効
果
と

利
益
の
転
化
能
力
の
向
上
を
通
じ
て
、
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た

め
の
力
強
い
支
え
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。

最
後
に
、
経
済
主
体
の
行
動
は
生
態
理
性
の
原
則
に
従
う
。
経
済
主

体
の
行
動
が
生
態
理
性
の
原
則
に
従
う
と
は
、
す
な
わ
ち
、
経
済
主
体

が
利
潤
最
大
化
の
追
求
を
目
標
と
し
て
い
た
も
の
か
ら
、
社
会
全
体
の

幸
福
の
最
大
化
の
追
求
を
目
的
と
す
る
よ
う
方
向
を
変
え
、
か
つ
二
大

系
統
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
続
可
能
な
形
で
循
環
・
交
換
さ
せ
る
と
の
要

求
の
下
で
、
効
率
が
低
く
、
高
度
な
汚
染
を
も
た
ら
し
、
消
費
の
多
い

生
産
様
式
を
、
効
率
が
高
く
、
汚
染
が
少
な
く
、
消
費
も
少
な
い
生
産

様
式
へ
と
変
え
、
そ
れ
に
よ
り
生
態
保
護
と
経
済
成
長
の
間
の
動
態
変

化
関
係
を
統
一
的
に
計
画
を
立
て
て
考
慮
し
、
単
純
な
生
産
最
大
化
で

は
な
く
物
質
生
産
効
率
に
よ
る
効
果
と
利
益
を
追
求
す
る
。
人
類
は
二

度
と
物
欲
享
受
の
追
求
を
目
的
と
せ
ず
、
基
本
的
な
物
質
的
要
求
は
保

障
す
る
と
い
う
基
礎
の
上
に
、
不
必
要
な
物
質
占
有
や
消
費
欲
求
を
抑

え
、
余
分
な
生
産
消
費
は
最
大
限
低
下
さ
せ
、
人
と
自
然
の
調
和
と
共

生
を
促
す
。

生
態
文
明
の
発
展
範
式
を
打
ち
立
て
る
基
本
的
な
道
筋

中
国
共
産
党
第
二
十
回
全
国
代
表
大
会
報
告
が
指
摘
し
た
⽛
中
国
式

近
代
化
と
は
、
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
近
代
化
で
あ
る
⽜
は
、

新
た
な
時
代
・
新
た
な
道
の
り
に
お
い
て
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
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る
美
し
い
中
国
を
建
設
す
る
た
め
の
戦
略
的
配
置
を
作
り
出
し
た
の
み

な
ら
ず
、
生
態
保
護
に
対
し
て
も
新
た
な
要
求
を
提
示
し
た
。
す
な
わ

ち
こ
れ
は
、
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
高
度
な
発
展
計
画
の
側
に

立
ち
、
炭
素
〔
排
出
量
〕
削
減
、
汚
染
減
少
、
緑
の
拡
大
、
お
よ
び
成

長
を
も
共
同
し
て
推
し
進
め
る
、
工
業
文
明
を
超
え
る
新
た
な
近
代
化

の
道
で
あ
る
。
中
国
は
、
工
業
文
明
範
式
か
ら
生
態
文
明
範
式
へ
の
変

革
を
推
進
す
る
制
度
的
優
位
性
を
備
え
て
お
り
、
そ
の
基
本
的
な
道
筋

に
は
、
物
質
文
明
の
基
礎
を
突
き
固
め
、
価
値
観
念
を
新
た
に
作
り
直

し
、
制
度
体
制
の
建
設
を
推
し
進
め
、
環
境
に
優
し
い
生
産
生
活
様
式

を
育
て
る
と
い
う
四
領
域
が
含
ま
れ
る
。

第
一
に
、
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
物
質
文
明
を
基
礎
と
し
、
富

の
公
共
性
を
絶
え
ず
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
。
縦
〔
歴
史
的
〕
に
見
る

と
、
生
態
文
明
は
前
工
業
文
明
と
工
業
文
明
の
後
に
続
い
て
徐
々
に
変

化
し
作
り
上
げ
ら
れ
た
新
た
な
文
明
形
態
で
あ
り
、
人
類
社
会
が
進
歩

し
変
化
し
た
結
果
で
あ
る
。
横
〔
の
つ
な
が
り
〕
を
見
る
と
、
生
態
文

明
は
人
類
の
物
質
文
明
、
精
神
文
明
、
政
治
文
明
、
お
よ
び
社
会
文
明

を
受
け
継
ぎ
、
充
分
に
満
た
さ
れ
た
の
ち
に
発
生
変
化
し
た
新
た
な
文

明
上
の
要
求
で
あ
り
、
人
類
の
文
明
上
の
要
求
が
高
い
等
級
へ
と
昇
格

し
た
結
果
で
あ
る
。
生
態
文
明
範
式
は
、
目
先
の
成
功
や
利
益
を
得
よ

う
と
焦
っ
て
生
態
環
境
を
消
耗
し
物
質
的
な
富
を
作
り
出
す
⽛
享
楽
主

義
⽜
的
な
発
展
模
式
で
は
な
く
、
工
業
文
明
範
式
が
も
た
ら
し
た
豊
か

な
物
質
文
明
を
放
棄
し
て
も
う
一
度
原
始
生
活
状
態
に
戻
る
⽛
禁
欲
主

義
⽜
的
な
発
展
模
式
で
も
な
い
。
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
経
済

発
展
の
基
本
的
な
側
面
を
充
分
に
考
慮
し
、
人
民
の
基
本
的
な
生
活
を

保
障
す
る
と
い
う
最
低
条
件
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、
我
が
国
は
生
態
文
明
範
式
を
探
究
す
る
過
程
に
お
い
て
、
経
済

発
展
と
環
境
保
護
、
部
分
と
全
体
、
長
期
目
標
と
短
期
目
標
、
お
よ
び

政
府
と
市
場
の
関
係
を
適
切
に
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。
生
態
文
明
範
式

は
、
人
、
自
然
、
お
よ
び
社
会
が
永
続
し
て
歩
調
を
合
わ
せ
発
展
す
る

状
態
を
強
調
し
て
お
り
、
こ
れ
は
物
質
文
明
を
基
礎
と
し
て
、
資
源
環

境
の
積
載
能
力
に
頼
り
、
自
然
の
法
則
を
依
拠
す
べ
き
規
準
と
し
、
持

続
可
能
な
発
展
、
お
よ
び
人
と
自
然
の
調
和
と
共
生
を
目
標
と
し
、
生

産
が
発
展
し
、
生
活
が
裕
福
に
な
り
、
生
態
が
良
好
で
あ
る
文
明
社
会

を
建
設
す
る
。
同
時
に
、
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
工
業
文
明
範

式
下
に
お
け
る
精
神
的
生
産
と
生
態
的
生
産
の
弱
点
を
補
い
、
富
が
内

包
す
る
も
の
を
深
化
さ
せ
延
べ
広
げ
、
す
な
わ
ち
単
一
的
な
物
質
領
域

か
ら
精
神
的
領
域
や
生
態
的
領
域
へ
と
広
げ
、
人
類
の
富
の
蓄
積
は
、

単
純
な
私
有
の
物
質
的
富
の
数
量
を
増
加
さ
せ
る
も
の
か
ら
、
多
次
元

的
な
公
共
財
産
が
人
々
の
幸
福
の
改
善
・
変
化
を
構
成
す
る
も
の
へ
と

進
化
し
、
ひ
い
て
は
経
済
社
会
の
発
展
水
準
を
新
た
な
高
み
へ
と
向
か
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わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
二
に
、
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
価
値
観
念
の
一
新
と
経
済

的
理
性
か
ら
生
態
的
理
性
へ
の
変
化
の
促
進
を
必
要
と
す
る
。
生
態
文

明
へ
の
範
式
変
革
は
、
目
下
の
経
済
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
に
と
り

必
然
的
な
選
択
で
あ
る
。
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
の
鍵
は
、
社
会
集

団
の
共
通
認
識
た
る
一
連
の
規
則
範
式
を
経
済
的
理
性
か
ら
生
態
的
理

性
へ
と
変
え
る
よ
う
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
生
態
的
理
性
は
、
生
態

価
値
観
、
環
境
に
優
し
い
発
展
観
、
お
よ
び
人
類
運
命
共
同
体
理
念
な

ど
を
包
含
す
る
。
ま
ず
、
生
態
価
値
観
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
生
態

価
値
観
は
、
人
と
自
然
の
関
係
に
対
す
る
気
遣
い
を
体
現
し
、
人
と
自

然
の
関
係
を
対
立
か
ら
融
合
へ
と
変
え
る
よ
う
促
し
て
初
め
て
生
態
価

値
は
普
遍
的
に
賛
同
さ
れ
、
ひ
い
て
は
生
態
資
源
管
理
を
無
秩
序
で
効

果
の
低
い
も
の
か
ら
秩
序
立
っ
た
効
果
の
高
い
も
の
へ
と
促
し
、
公
衆

の
生
態
労
働
参
加
へ
の
内
発
的
原
動
力
が
大
幅
に
高
ま
る
。
つ
ぎ
に
、

環
境
に
優
し
い
発
展
理
念
の
樹
立
で
あ
る
。
環
境
に
優
し
い
発
展
を
堅

持
す
る
こ
と
は
発
展
観
の
一
つ
の
奥
深
い
根
本
的
な
改
革
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
発
展
を
基
礎
と
し
て
全
く
新
た
な
一
連
の
発
展
模
式
、
す
な

わ
ち
生
態
を
優
先
し
、
資
源
を
節
約
し
、
環
境
に
友
好
的
な
様
式
で
経

済
社
会
の
発
展
を
推
し
進
め
る
模
式
を
捜
し
求
め
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
。
具
体
的
に
は
、
経
済
分
野
で
は
、
環
境
に
優
し
い
発
展
理
念
は
、

低
炭
素
型
で
効
率
が
高
く
、
環
境
に
優
し
い
様
式
で
経
済
発
展
を
推
し

進
め
、
環
境
に
優
し
い
技
術
と
環
境
に
優
し
い
産
業
を
通
じ
て
持
続
可

能
な
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
社
会
分
野
で
は
、
環
境
に

優
し
い
発
展
理
念
は
、
社
会
の
公
平
と
全
人
民
の
参
加
を
促
進
し
、
こ

れ
に
よ
り
調
和
の
と
れ
た
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
を
重
視
す

る
。
環
境
分
野
で
は
、
環
境
に
優
し
い
発
展
理
念
は
、
生
態
保
護
と
資

源
利
用
の
持
続
可
能
性
を
強
調
し
、
科
学
的
な
環
境
管
理
と
管
理
様
式

を
講
じ
、
自
然
環
境
の
破
壊
を
回
避
す
る
。
最
後
に
、
全
人
類
共
通
の

価
値
を
発
揚
す
る
。
国
際
と
国
内
と
い
う
二
つ
の
大
局
か
ら
始
め
、
生

態
文
明
へ
の
範
式
変
革
を
以
て
人
類
運
命
共
同
体
を
打
ち
立
て
る
こ
と

を
推
し
進
め
、
同
時
に
、
中
国
の
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
の
経
験
と

成
果
を
世
界
と
分
か
ち
合
い
、
人
類
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
を
全
面

的
に
推
し
進
め
る
。

第
三
に
、
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
制
度
体
系
の
建
設
を
推
し

進
め
、
生
態
経
済
の
二
次
元
的
な
秩
序
規
則
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
。
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
生
態
経
済
の
二
次
元
的
な

制
度
構
築
を
通
じ
て
、
工
業
文
明
範
式
の
下
で
不
足
し
て
い
た
生
態
系

統
の
秩
序
を
補
い
、
か
つ
生
態
系
統
と
経
済
系
統
の
互
い
に
引
き
裂
か

れ
た
二
元
関
係
を
疎
通
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
生
態
文
明

へ
の
範
式
変
革
は
、
強
制
的
な
生
態
保
護
制
度
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
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る
の
み
な
ら
ず
、
健
全
な
生
態
製
品
価
値
を
実
現
す
る
構
造
を
打
ち
立

て
る
必
要
も
あ
る
。
一
方
で
は
、
法
律
、
行
政
管
理
、
財
産
権
、
お
よ
び

市
場
な
ど
の
分
野
か
ら
、
生
態
文
明
範
式
を
支
え
る
制
度
体
系
を
構
築

す
る
が
、
こ
れ
に
は
生
態
環
境
を
破
壊
す
れ
ば
終
生
責
任
を
追
及
す
る

制
度
を
作
り
上
げ
る
こ
と
、
資
源
の
節
約
と
循
環
利
用
の
構
造
を
打
ち

立
て
る
こ
と
、
生
態
環
境
保
護
の
監
督
査
察
制
度
を
推
進
す
る
こ
と
な

ど
の
分
野
が
含
ま
れ
る
。
他
方
、
財
政
主
導
型
の
生
態
補
償
制
度
の
完

備
に
お
い
て
は
、
生
態
国
土
空
間
の
計
画
と
保
護
を
推
し
進
め
る
と
同

時
に
、
ミ
ク
ロ
的
な
分
野
で
生
態
財
産
権
取
引
市
場
を
作
り
上
げ
よ
く

整
え
、
産
業
生
態
化
と
生
態
産
業
化
の
進
行
過
程
を
加
速
し
、
生
態
産

業
の
経
済
的
な
効
果
と
利
益
を
向
上
さ
せ
、
生
態
か
ら
の
配
当
を
分
か

ち
合
う
構
造
を
完
全
な
も
の
と
し
、
生
態
文
明
範
式
へ
の
転
換
を
助
け

る
。第

四
に
、
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
に
は
、
環
境
に
優
し
い
生
産
生

活
様
式
を
育
み
、
人
々
の
生
態
価
値
に
対
す
る
普
遍
的
賛
同
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
中
国
の
生
態
文
明
へ
の
範
式
変
革
は
、
環
境
に

優
し
い
生
産
生
活
様
式
を
育
み
、
経
済
社
会
の
発
展
を
全
面
的
に
環
境

に
優
し
い
発
展
へ
と
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
態
環
境
が
生
態

権
益
市
場
の
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
か
ら
大
き
な
制
約
を
受
け
て

い
る
環
境
下
で
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
生
産
能
力
を
高
め
る
こ
と

は
、
企
業
の
競
争
力
と
投
資
価
値
を
高
め
る
重
要
な
道
筋
と
な
り
、
市

場
主
体
の
生
産
様
式
を
環
境
に
優
し
い
低
炭
素
型
へ
と
変
え
る
内
発
的

原
動
力
を
強
め
る
。
そ
の
う
え
、
カ
ー
ボ
ン
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
碳

普
惠
）（
訳
注
⚙
）
制
度
を
樹
立
し
、
低
炭
素
に
関
す
る
宣
伝
教
育
を
強

化
す
る
な
ど
し
、
公
衆
が
環
境
に
優
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ

う
誘
導
し
、
生
態
価
値
の
普
遍
的
賛
同
を
高
め
る
の
を
助
け
る
。
同
時

に
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
は
広
々
と
し
た

発
展
空
間
を
も
た
ら
し
、
炭
素
排
出
権
取
引
市
場
が
次
第
に
構
築
・
整

備
さ
れ
、
汚
染
減
少
と
炭
素
〔
排
出
量
〕
削
減
が
共
同
で
も
た
ら
す
効

果
が
環
境
を
持
続
的
に
改
善
し
、
環
境
に
優
し
い
食
品
の
プ
レ
ミ
ア
ム

現
象
や
有
料
の
生
態
体
験
な
ど
の
一
連
の
独
創
的
な
商
業
模
式
が
生
み

出
さ
れ
る
の
を
早
め
、
生
態
に
関
す
る
健
全
な
一
大
産
業
が
迅
速
に
発

展
し
、
生
態
製
品
価
値
を
実
現
す
る
構
造
が
日
増
し
に
完
全
な
も
の
と

な
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
比
率
を
積
極
的
に
高
め
、
産
業

構
造
を
改
善
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
配
置
利
用
効
率
を
高
め
、
市
場

が
導
く
環
境
に
優
し
い
新
た
な
技
術
を
考
え
出
す
体
系
を
完
全
な
も
の

と
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
生
産
生
活
様
式
を
環
境
に
優
し
い
も
の
へ
と

変
え
る
よ
う
促
し
、
か
つ
環
境
に
優
し
く
低
炭
素
型
で
循
環
発
展
す
る

生
産
体
系
、
流
通
体
系
、
お
よ
び
消
費
体
系
を
形
成
し
、
生
態
文
明
が

絶
え
ず
さ
ら
に
高
い
水
準
に
向
か
っ
て
建
設
さ
れ
る
よ
う
促
し
得
る
の
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で
あ
る
。

（
筆
者
は
中
国
社
会
科
学
院
生
態
文
明
研
究
所
の
副
所
長
、
か
つ
研
究

員
で
あ
る
。）

【
注
：
本
稿
は
、
中
国
社
会
科
学
院
生
態
文
明
研
究
所
の
創
新
工
程
項
目

⽛
生
態
文
明
範
式
の
下
で
炭
素
〔
排
出
量
〕
削
減
、
汚
染
減
少
、
緑
の
拡

大
、
お
よ
び
成
長
を
共
同
で
推
し
進
め
る
構
造
に
関
す
る
研
究
（
生
态

文
明
范
式
下
协
同
推
进
降
碳
减
污
扩
绿
增
长
机
制
研
究
）⽜（
项
目
编

号
：
2023ST
SA01

）
の
段
階
的
成
果
で
あ
る
。】

【
参
考
文
献
】

①
庄
贵
阳
、
王
思
博
、
窦
晓
铭
等
：《
生
态
文
明
建
设
与
〝
双
碳
〟
行
动

逻
辑
》，《
青
海
社
会
科
学
》，
二
零
二
二
年
第
四
期
。

②
刘
会
强
：《
发
展
观
的
范
式
变
革
》，
上
海
：
上
海
社
会
科
学
院
出
版

社
，
二
零
一
零
年
。

③
王
雨
辰
：《
构
建
中
国
形
态
的
生
态
文
明
理
论
》，《
武
汉
大
学
学
报（
哲

学
社
会
科
学
版
）》，
二
零
二
零
年
第
六
期
。

④
金
碚
：《
工
业
化
从
机
器
观
向
生
态
观
的
衍
生
》，《
中
国
发
展
观
察
》，

二
零
二
二
年
第
七
期
。

⑤
黄
晶
、
彭
雪
婷
、
孙
新
章
等
：《
可
持
续
革
命
─
─
塑
造
人
类
文
明
发

展
新
范
式
》，《
中
国
人
口
・
资
源
与
环
境
》，
二
零
二
二
年
第
一
期
。

⑥
杜
明
娥
：《
生
态
文
明
：
人
类
社
会
文
明
范
式
的
生
态
转
型
》，《
马
克

思
主
义
研
究
》，
二
零
一
二
年
第
九
期
。

⑦
邬
晓
燕
：《
论
技
术
范
式
更
替
与
文
明
演
进
的
关
系
─
─
兼
论
以
绿

色
技
术
范
式
引
领
生
态
文
明
建
设
》，《
自
然
辩
证
法
研
究
》，
二
零
一

六
年
第
一
期
。

訳
注

訳
注
⚑

ト
ー
マ
ス
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ク
ー
ン
（
T
hom
as
Sam
uel

K
uhn,1922-1996）
を
指
す
。

訳
注
⚒

ダ
グ
ラ
ス
・
セ
シ
ル
・
ノ
ー
ス
（
D
ouglass
CecilN
orth,

1920-2015）
を
指
す
。

訳
注
⚓

マ
ク
ス
ィ
ミ
ー
リ
ア
ン
・
カ
ー
ル
・
エ
ー
ミ
ル
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

（
M
axim
ilian
CarlEm
ilW
eber,1864-1920）
を
指
す
。

訳
注
⚔

ダ
グ
ラ
ス
・
セ
シ
ル
・
ノ
ー
ス
（
D
ouglass
CecilN
orth,

1920-2015）
を
指
す
。

訳
注
⚕

ジ
ョ
ン
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・
コ
モ
ン
ズ
（
John
Rogers

Com
m
ons,1862-1945）
を
指
す
。

訳
注
⚖

必
然
の
王
国
と
は
、
人
間
が
客
観
的
因
果
律
を
認
識
し
た
世

界
観
を
持
た
ず
、
必
然
性
の
支
配
を
受
け
て
い
る
境
涯
を
意
味
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す
る
。
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
所
編
⽝
中
日
大
辞
典
第

三
版
⽞
九
五
頁
（
大
修
館
書
店
・
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

訳
注
⚗

biom
ass
energy.有
機
物
系
廃
棄
物
か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
指
す
。
海
藻
や
廃
棄
物
・
糞
尿
を
発
酵
さ
せ
た
燃
料
、

あ
る
い
は
生
物
に
よ
る
石
油
成
分
の
抽
出
、
水
素
発
酵
菌
の
培

養
な
ど
、
動
植
物
の
生
物
体
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
が
生
成
・
排
出

す
る
有
機
物
か
ら
得
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
。
丹
下
博
文
編

⽝
地
球
環
境
辞
典
第
四
版
⽞（
D
ictionary
ofGlobalEnviron-

m
ent4th
edition）
二
六
三
頁
（
中
央
経
済
社
・
二
〇
一
九
年
）

参
照
。

訳
注
⚘

イ
タ
リ
ア
の
経
済
学
者
・
社
会
学
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
フ
レ

ド
・
パ
レ
ー
ト
（
V
ilfredo
Federico
D
am
aso
Pareto,

1848-1923）
が
提
唱
し
た
考
え
で
あ
る
。
あ
る
集
団
に
対
す

る
資
源
配
分
を
変
更
す
る
と
き
、
他
の
経
済
状
態
を
悪
化
さ
せ

ず
、
少
な
く
と
も
一
人
の
経
済
状
態
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
資
源
配
分
を
改
善
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
金
森
久
雄
・

荒
憲
治
郎
・
森
口
親
司
編
⽝
有
斐
閣
経
済
辞
典
第
五
版
⽞

（
Y
uhikaku
D
ictionary
ofEconom
icT
erm
s5th
edition）

一
〇
三
七
頁
（
有
斐
閣
・
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

訳
注
⚙

産
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
が

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
参
加
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
取

り
組
み
の
こ
と
。

訳
者
あ
と
が
き

本
稿
は
、中
国
社
会
科
学
院
生
態
文
明
研
究
所
副
所
長
・
庄
貴
陽（
庄

贵
阳
。
Zhuang
Guiyang）⽛
从
工
业
文
明
到
生
态
文
明
的
范
式
变
革
⽜

（⽝
人
民
论
坛
⽞（
人
民
論
壇
）
二
零
二
三
年
七
月
下
期
（
总
第
七
六
五
期
、

九
八
～
一
零
三
頁
）
を
、
原
著
者
と
⽝
人
民
论
坛
⽞
出
版
部
の
ご
承
諾

を
得
て
試
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
の
〔

〕
部
分
と
訳
注
は
訳

者
が
挿
入
し
た
。
翻
訳
に
際
し
て
は
、
庄
貴
陽
先
生
と
曹
維
君
（
Cao

W
eijun）
先
生
よ
り
貴
重
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。
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